	個別の指導計画（肢体不自由特別支援学級）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日　平成○○年○○月○○日

	氏名・学年
	○○　○○　（○○小学校５年　女）
	保護者の願い
	・自分でできることを増やして、学校生活を楽しんでほしい。

・友だちと遊んだり、話をしたりすることが増えてほしい。
	記入者
	○○　○○

	長期目標
	・自分もできるという自信をもつ。

・主体的なコミュニケーションがとれるようになる。

	教科・領域
	児童の実態
	指導目標
	指導内容・指導方法（手立て）
	評価

	自立活動
	健康の保持
	・風邪などの感染症になると長引くことが多い。

・手洗いやうがいの習慣が身に付いていないが、声かけがあればできる。

・12時前後に寝ることが多い。
	・手洗い、うがい、マスク、睡眠、食事について、やらなくてはいけないことを習慣として身に付ける。
	・朝の会前と帰りの会前に生活チェック表を記入しそれぞれを記入後に担任に提出する。その際に、確認や指導をする。


	・20分休み後と給食前の手洗い、うがいは概ね自発的にできる。体育や集会の後は声かけでできる。

・就寝時間を自分で意識するようになっており、10時になると自分から寝ることが月に20日位ある。

	
	心理的な安定
	・いつもにこにこと笑顔でいるが、自信がない時には黙り込んでしまう。

・情緒不安定な時は母や妹に言葉であたることがある
	・自分に自信がもてることが増える。

・積極的に自分から取り組もうとする。
	・読むこと、表の読み取り、教室移動、体育などで現在感じている困難を減らしてできる状況を増やす。

・できた時に誉める。
	・国語や算数の宿題を自分からやろうとするようになった。

・黙り込むことはまだ多い。

	
	人間関係の形成
	・作業をしたり、移動をしたりする時など、できないことがあっても自ら助けを求めることができず、黙ったままでいる。
	・困ったときには、担任に言葉で伝えることができる。


	・あらかじめ、困ったときには担任に伝えるよう声をかけておくとともに、伝え方の練習をしておく。
・困る場面を設定し、本人からの訴えを待つ。その際には、伝えやすい雰囲気をつくる。
	・担任が近くにいるときには、困っていることを担任に言葉で伝えることができるようになってきた。

	
	環境の把握
	・人や物にぶつかることが多い。

・細かい文字や行数が多い文章は読みづらい。
	・自分の身体と空間との位置関係に応じた動き方ができる。
・読みやすくなる方法を使える。
	・自立活動の時間に、自己と空間の位置関係にかかわるあそびや運動をサーキット形式で行う。
・読むときに行を指差す、物差しをあてる。
	・人にぶつかることが減ってきた。

・指差しで読みやすくなったと感想があった。

	
	身体の動き
	・脳性まひにより膝が伸展しにくく、また足首が硬いため歩行時に転倒しやすい。

・階段では片手で手すりを使って昇降しているが時間がかかる。
	・膝、足首の可動域が狭くならないように維持する。

・転倒しにくくなる。

・移動時には杖を使って移動できる。
	・自立活動の時間に加え毎朝ストレッチ運動で身体を弛緩する。（足首の緩め、膝の緩め、股関節の緩め等）

・歩行、階段昇降に必要な動きを練習する。（体重の移動、足底への荷重、杖の練習等）

・移動時間、転倒回数の記録をとる。
	・年度初めの可動域から変化はない。

・転倒頻度は変化ない。

・杖を使って体育館に移動するようになって遅刻がなくなった。

	
	コミュニケーション
	・人と話をすることが好きである。

・話しかけられたり質問されたりすると応えるが、自発的に話しかけることは少ない。
	・自分から話しかけたり、展開したりする主体的なコミュニケーションを楽しめるようになる。
	・話す内容を書いてから練習し、伝える経験を増やす。

・話しかけたり話題を変えたりする言葉を学習し、やりとりの練習をする。
	・自分から話しかけることは少ないが、友だちとの会話では相槌や返事をすることが増えた。

	教科
	国語
	・５年生の教科書程度の文章では行飛ばしや、勝手読みがみられる。２年生の教科書ではあまりみられない。

・漢字の書き間違いが多く４年生の漢字は半分程度習得している。
	・５年生の教科書を正しく読める。

・４年生の漢字をすべて読み書きとも習得する。
	・行を指差す、物差しを使う。それでも読みにくい時は行間を広げたものを用意する。

・筆順の色分け、手本の拡大、空書をする。
	・指差しで読みやすくなったと感想があった。

・４年生の漢字の読み書きは習得した。

	
	算数
	・文章題が苦手である。

・表やグラフを読み取るのに時間がかかる。
	・時間がかかっても自分で立式できる。

・教科書に出てくる表・グラフが読み取れるようになる。
	・キーワードに色線を引く。ワークシートを使う。

・問題数を少なくする。

・表やグラフは指でなぞる、棒を交差させて縦軸と横軸を読み取りやすくする。
	・問題に時間をかけて取り組み。５年生の文章題の宿題でほぼ３問中２問は自分で立式できる。

・指で追うよりも棒を用いたほうが分かりやすい。


